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ミシンの重量を軽減する安全装置であるガススプリングは不適切なメンテナンス作業などにより機能が損なわれることが
あります。
ガススプリングの機能が低下している状態で下糸（ルーパー糸）の糸通しやオイルタンクへの給油などを行うと、起こ
したミシンの落下により人身への損傷事故が発生する危険性があります。
したがってこの「人身事故防止のためのご注意」をよくお読みの上、ガススプリングの機能が低下している場合はミシ
ンの使用を停止し、速やかにガススプリングを新品に交換してください。

絵表示の説明

以下のような作業を行うと手、指、腕などの人体をはさみ、最悪の場合、指切断などの大け
がをしますので絶対にやめてください。

ミシンが重くて一人で持ち上げられない場合は	

無理に上げないでください。

このような状態はガススプリングがガス抜けなど
で機能不良となっている可能性があります。速や
かにガススプリングを新品に交換してください。

ヒンジストッパーをロックさせずに	

ミシンを手で支えないでください。

ミシンを起こすとき、下ろすときに

複数人で作業しないでください。

複数人で作業を行うと手、指、腕などの人体をは
さみ込む危険性が高くなります。ミシンが重くて
一人で作業できない場合はガススプリングを新品
に交換し、正常な状態に戻してください。

ミシンを起こすとき、下ろすときに

ベッド側面は持たないでください。

必ず手前側の
ベッド外周リブ
を持ってくださ
い。

ヒンジストッパー
非ロック状態

ベッド外周
リブ

必ずお読みください

  してはいけない「禁止」の内容   必ず実行していただく「指示」の内容

危険

ヒンジストッパー

糸通し位置

ロック方向

必ずヒンジストッパーが糸通し位置でロックするま
で持ち上げ、ミシンをしっかり
と固定してください。



以下のような作業を行うと手、指、腕などの人体をはさみ、最悪の場合、指切断などの大け
がをしますので絶対にやめてください。

ヒンジストッパーの
中間位置で糸通しをしないでください。

ガススプリングを外したままでミシンを
使用しないでください。

ガススプリングの機能低下により手、指、腕などの人体をはさみ大けがをすることを防ぐため
以下のことを必ず守ってください。

※	中間位置は落下防止用のストッパーのため糸通し位置ではありません。

ガススプリングの機能を定期的にチェックし、正常
な状態のものを必ず取り付けてミシンを使用してく
ださい。

※	わずかな傷でもガス漏れの原因となり、ガススプリングが機能
しなくなる恐れがあります。

※	ガススプリングが傷つき、ガス漏れの原因となります。

中間位置

	
ミシンが重く感じ

る、動きに引っかかり
がありスムーズ	
でない。

●	ガススプリングの交換時期の目安、交換方法について
は同梱の「MEB-3200	ガススプリングについての注
意点」をご確認ください。

●	ガススプリング交換時は JUKI 代理店に JUKI 純正の
ガススプリングをご注文ください。

警告

危険

必ずヒンジストッパーが糸通し位置でロックするま
で持ち上げ、ミシンをしっかりと固定してください。

ヒンジストッパー

糸通し位置

ロック方向

ガススプリングに工具や部品で
傷をつけないでください。

ボトムカバー内に

工具や部品が入ったままミシンを戻さないでください。

ガススプリングの動きや効き目が悪いと判断される
場合はすぐに交換してください。

JUKI 純正のガススプリング以外は使用しないでく
ださい。

ミシンを戻す前にボトムカバー内に工具や部品が無
いことを確認してください。
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※この人身事故防止のためのご注意は仕様改良のため予告なく変更する事
があります。
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